
取り組み内容

C マンション　　　　　　 （北野地域／14階建・約150戸・1980年代築）

●事務所入居や分譲貸しも多く、かつては不適切な入居者
もいましたが、入居時の面談や毎月の交流行事など管理
組合の努力により、周辺の方々とも顔の見える関係を築い
ています。

●いざという時に様々な入居者が助け合えるように、多くの
入が参加する交流行事にあわせて防災行事を開催し、知
識や体験を共有することにしました。

● 恒例の「振る舞いぜんざい」にあわせて「防災展」を開催。

● 会場の壁にマンションの災害想定を掲示し、
　 テーブルごとにジシン本動画による防災講座と備蓄食（クッキー等）試食をしました。

● 玄関ホールでは家具の固定や備蓄の必要量など
　 災害への備え掲示と簡易トイレ、布担架の展示体験を実施しました。

● 実施前には、区役所の支援で案内チラシ・ポスターを作成し、配布・掲示しました。

防災展（防災講座支援）

取り組み効果

●マンション内外から約150人が参加し、約70人が講座や
展示を体験しました。

●いろいろな立場の人が、役立つ知識が得られた、おもしろ
かった、顔見知りが増えたと評価しています。

●身近な場所で防災の話が聞けたり体験ができ、外部の講
座や講習に参加する機会の少ない人にも関心を持っても
らえました。

●日ごろの顔の見える関係に、いざというに役立つ知恵が加
わり、マンションの取り組みに厚みが増したと考えています。

今後の展開

●災害に対する備えの必要性は繰り返し伝えることが重要
で、また高齢の方や事業所の方には顔の見える関係で伝え
るのが効果的なので、交流行事と防災行事のコラボレー
ションの継続を希望しています。

●地域に開かれた行事をさらにアピールすることにより、地
域の環境向上に役立てたいと考えています。

取り組み経緯

マンションコミュニティ支援事業

大規模マンション

シール投票で
災害時の課題確認

非常用ビスケット
缶詰パンの試食

交流イベント中に
防災講座

布担架展示・体験交流イベント会場に
災害想定を掲示

簡易トイレ展示・体験


